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す
で
に
３
月
定
例
会
等
で
予
算
措

置
を
行
っ
た
自
治
体
も
あ
る
が
、

６
月
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
理
由

は
。

導
入
後
は
長
期
間
使
用
す
る
端

末
で
あ
り
、
台
数
も
大
き
く
増

え
る
こ
と
か
ら
活
用
計
画
や
コ
ス
ト
面

を
し
っ
か
り
比
較
し
た
上
で
、
最
も
適

し
た
機
種
を
慎
重
に
選
定
す
る
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
県
の
共
同
調
達
の
方

向
性
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
。

学
習
用
端
末
は
ど
の
よ
う
に
発
注

す
る
の
か
。

国
は
効
果
的
、
効
率
的
な
学
習
用

端
末
整
備
の
た
め
、
都
道
府
県
を

単
位
と
し
た
共
同
調
達
を
推
奨
し
て
い

る
。
山
口
県
に
お
い
て
も
共
同
調
達
に

よ
る
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
も
共
同
調
達
に
参
加
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
整
備
に
あ
た
っ
て
は
価
格
だ

け
で
は
な
く
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

全
て
の
児
童
・
生
徒
に

　
学
習
用
端
末
を
整
備

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
伴
い
端
末
整
備
を
前
倒
し
へ

▼
議
案
第
１
号 

令
和
２
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
小
学
校
情
報
機
器
等
整
備
事
業　

５
８
０
９
万
円

・
中
学
校
情
報
機
器
等
整
備
事
業　

３
６
９
１
万
円

　６月定例会は 6 月 12 日（金）から 7 月 3 日（金）までの 22 日

間の会期で開きました。1 億 4,596 万円の一般会計補正予算（第 5 号） 

などに加え、1 億 1,375 万円の一般会計補正予算（第 6 号）を合わ

せた 27 議案、5 件の報告の審査が行われ、全ての議案を原案のと

おり可決・同意しました。

6 月
定例会

27 議案を可決・同意

問

問

答

答

　

こ
の
事
業
は
、
文
部
科
学
省
が
進
め
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を

早
急
に
実
現
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
全
て
の
児
童
・
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、

１
人
１
台
の
学
習
用
端
末
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

※写真はイメージです
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▼俵山しゃくなげ園

木
育
推
進
事
業　

３
７
５
万
円

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業　

２
４
０
０
万
円

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
利
用
環
境
整
備
事
業　

４
１
０
万
円

休
館
に
よ
る

減
収
を
補
填

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

利
用
環
境
を
整
備

　

こ
の
事
業
は
、
開
館
３
年
目

と
な
る
木
育
推
進
拠
点
施
設
の

適
正
な
維
持
及
び
安
定
的
な
運

営
に
向
け
、
管
理
運
営
費
の
一

部
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館

の
運
営
費
に
関
す
る
予

算
を
６
月
補
正
予
算
で
追
加
計

上
す
る
理
由
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
伴
う
休

館
の
影
響
に
よ
り
入
館
料
が
減

収
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

元
年
度
の
運
営
経
費
不
足
分
に

つ
い
て
運
営
団
体
と
の
協
定
に

基
づ
き
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
近
年
の
異
常

気
象
に
よ
る
豪
雨
等
に
伴
う
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
と

し
て
、
た
め
池
機
能
を
廃
止
す

る
対
策
工
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
当
対
策
工
実
施
に
係
る
計

画
書
を
作
成
す
る
経
費
を
追
加

計
上
す
る
も
の
で
す
。

予
算
の
算
出
根
拠
に
つ

い
て
問
う
。

１
カ
所
に
つ
き
測
量
に

130
万
円
、
設
計
に
270
万

円
の
合
計
400
万
円
程
度
を
想
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
追
加
し

た
６
カ
所
分
の
２
４
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
消
費
税
率
引

上
げ
に
伴
う
需
要
の
平
準
化
と

切
れ
目
の
な
い
消
費
の
下
支
え

を
図
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
し
、
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
を
設
定
し
た
人
を
対
象
に

付
与
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
利
用
環
境
の
整
備
等
を
行
う

も
の
で
す
。

事
業
費
の
内
訳
に
つ
い

て
問
う
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
件
費
等
が
276
万
６
千

円
、
事
務
機
器
の
使
用
料
及
び

リ
ー
ス
料
が
83
万
１
千
円
、
広

報
に
係
る
委
託
料
、
消
耗
品
等

が
50
万
５
千
円
で
あ
る
。

本
事
業
に
関
す
る
支
援

窓
口
の
開
設
場
所
は
。

市
役
所
本
庁
舎
の
１
階

に
窓
口
を
設
け
る
ほ
か
、

３
支
所
で
も
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

俵
山
し
ゃ
く
な
げ
園
再
生
事
業　

８
０
０
万
円

シ
カ
の
食
害
防
止
の
た
め
に

　

こ
の
事
業
は
、
シ
カ
の
食
害
を

受
け
た
俵
山
し
ゃ
く
な
げ
園
に
つ

い
て
、
市
と
地
元
団
体
が
役
割
分

担
を
明
確
に
し
た
上
で
県
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
獣
害
防
止
柵

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

事
業
費
800
万
円
の
財
源

内
訳
及
び
市
と
地
元
団

体
と
の
役
割
分
担
は
。

事
業
費
の
財
源
内
訳
に

つ
い
て
は
、
補
助
率
に

よ
り
県
と
市
の
２
分
の
１
ず
つ

で
あ
る
。
役
割
分
担
に
つ
い
て

は
、
市
が
獣
害
防
止
柵
を
設
置

し
、
今
後
の
維
持
管
理
を
地
元

団
体
に
お
願
い
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

問答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　

３
６
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進

　

こ
の
事
業
は
、（
一
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

促
進
の
た
め
田
屋
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、
上
ゲ
、
掛
渕
自
治
会
に
補

助
金
を
支
出
す
る
も
の
で
す
。

事
業
主
体
の
決
定
方
法

は
。

自
治
会
や
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
等
に
対
し
て

事
業
周
知
を
行
い
、
提
出
さ
れ

た
申
請
書
に
つ
い
て
は
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
で
採
択
、
不
採
択

が
決
定
さ
れ
る
。

問答

豪
雨
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

▼長門おもちゃ美術館
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令和２年６月定例会

　

こ
の
事
業
は
、
子
育
て
と
仕
事
を

一
人
で
担
う
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世

帯
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
子
育
て
負
担
の
増

加
や
収
入
の
減
少
に
対
す
る
支
援
を

行
う
た
め
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

給
付
金
の
申
請
手
続
き
及
び
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

基
本
支
給
の
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
に
つ
い
て
は
申
請
不
要

で
あ
り
、
８
月
末
に
給
付
金
の
支
払

い
を
予
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ

い
て
は
、
収
入
要
件
や
振
込
先
の
確

認
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
申
請
が

必
要
で
あ
り
、
受
付
は
８
月
か
ら
行

い
12
月
25
日
を
申
請
の
期
限
日
と
し

て
い
る
。

中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
助
金　

４
７
４
６
万
円

中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
利
子
補
給
金　

１
７
５
０
万
円

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
　
３
７
０
０
万
円

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
を
図
る

想
定
を
大
幅
に
上
回
る
申
請
件
数
に

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
を
実
施

　

こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
市
内
小
・

中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
予
防
体
制

を
強
化
し
、
児
童
生
徒
の
健
康
・
安

全
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
整
備
す
る
備
品
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

備
品
と
し
て
、
体
育
館
等
広
い

空
間
の
換
気
を
目
的
と
し
た

大
型
扇
風
機
や
、
教
室
の
換
気
を
効

率
的
に
行
う
た
め
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
保
健
室
に
３
連
衝
立
、
図

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
応
し
た
市
内
中
小
企
業
者
へ
の
資

金
繰
り
支
援
策
で
あ
る
「
長
門
市
中
小

企
業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
制
度
」

は
、
当
初
想
定
し
て
い
た
申
請
件
数

を
大
幅
に
上
回
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
予
算
は
、
緊

急
事
態
宣
言
の
解
除
後
も
資
金
繰
り

が
依
然
困
難
な
状
況
に
あ
る
市
内
事

業
所
の
事
業
継
続
と
雇
用
を
維
持
す

る
た
め
、
信
用
保
証
料
の
補
助
に
係

る
経
費
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

書
室
等
に
は
紫
外
線
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

殺
菌
機
を
学
校
の
規
模
に
応
じ
配
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
衛
生
用
品

は
、
消
毒
等
に
用
い
る
ア
ル
コ
ー
ル

を
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

事
業
費
の
財
源
は
。

国
の
第
２
次
補
正
予
算
で
措
置

さ
れ
た
学
校
保
健
特
別
対
策
事

業
費
補
助
金
を
活
用
す
る
ほ
か
、
一

般
財
源
に
つ
い
て
は
、
今
後
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
充
当
が
可
能

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
資

金
の
融
資
を
受
け
た
場
合
の
貸
付
利

息
の
補
給
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
も

追
加
計
上
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
融
資

保
証
料
補
助
金
に
係
る
申
請
見

込
み
件
数
の
算
出
根
拠
は
。

本
年
４
月
分
と
５
月
分
の
実
績

値
を
考
慮
し
、
追
加
申
請
件
数

を
見
込
ん
で
い
る
。

問

問

答

答

答

学
校
施
設
等
感
染
症
予
防
対
策
事
業　

１
１
７
９
万
円

問

問 答

コ
ロ
ナ
関
連
予
算
を
追
加
提
出

▼
議
案
第
26
号 

令
和
２
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

７
月
３
日
の
議
会
最
終
日
に
は
、
議
案
第
26
号
と
し
て
補
正
予
算
案
が
追
加

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
国
の
２
次
補
正
に
加

え
、
本
市
独
自
の
経
済
対
策
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
所
要
の
補
正
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
総
額
１
億
１
３
７
５
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
予

算
決
算
委
員
会
で
行
わ
れ
た
審
査
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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年 12 月 31 日までの入居を特例対象とするもので

ある」との答弁がありました。

その他の委員会付託議案　（条例など）

　この議案は、市税条例の一部を改正するもので

す。新型コロナウイルス感染症の影響によって厳

しい状況に置かれている納税者に対し、税制上の

優遇措置を講じるものです。

　委員会の審査では委員から、中小事業者等とは

具体的にどのような事業者か、との質疑があり、

執行部から「資本金または出資金の額が１億円以

下の法人、資本または出資を有しない法人の場合

は常時使用する従業員の数が 1,000 人以下の法人

または個人であり、業種については性風俗関連特

殊営業を除くものが対象である」との答弁があり

ました。 

　さらに委員から、減免の対象となる資産につい

て質疑があり、執行部から「対象となるのは事業

用家屋と償却資産のみで、土地は対象にならない」

との答弁がありました。

　次に委員から、住宅ローン控除の適用要件の弾

力化について質疑があり、執行部から「令和２年 

12 月 31 日が入居期限となっていた住宅ローン控

除特例において、新型コロナウイルス感染症の影

響による住宅建設の遅延等で入居期限までに入居

ができない可能性が考えられることから、令和３

▲

議案第２号　長門市税条例の一部を改正する条例

税制上の優遇措置を （新型コロナ対応）

▲

総務民生

委員会

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和2年度長門市一般会計補正予算（第5号）原案可決

2 長門市税条例の一部を改正する条例 原案可決

3 長門市都市計画税条例の一部を改正する条例 原案可決

4
長門市証明等手数料条例の一部を改正

する条例
原案可決

5 長門市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

6 ～ 24 長門市農業委員会委員の任命について 同意

25
長門市国民健康保険条例の一部を改正

する条例
原案可決

26 令和2年度長門市一般会計補正予算（第6号）原案可決

議案番号 件　　　　名 結果

27 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決

報告 1
令和元年度長門市一般会計予算に係る

繰越明許費繰越計算書の報告について
ー

報告 2
令和元年度長門市水道事業会計予算に係

る建設改良費繰越計算書の報告について
ー

報告 3
令和元年度長門市下水道事業会計予算に係

る建設改良費繰越計算書の報告について
ー

報告 4
公益財団法人長門市文化振興財団の経

営状況について
ー

報告 5
一般社団法人アグリながとの経営状況

について
ー

■６月定例会議決結果

※報告１～ 5 については報告のみ

▲

議案第５号　
　長門市介護保険条例の一部を改正する条例

介護保険料を減額または免除

　この議案は、国の新型コロナウイルス感染症緊

急経済対策において、「感染症の影響で一定程度

収入が減少した方々に対する免除等の特例措置」 

が示されたことから、介護保険の第１号保険料の

減額または免除の特例措置を講じるため、所要の

改正を行うものです。

　委員会の審査では委員から、保険料を減免する

ことによって介護保険事業への影響はあるのか、

との質疑があり、執行部から「減免に要する費用

は、全額が国の特別調整交付金で補填されるため、

財政的な影響はなく、介護保険事業への影響もな

いと考えている」との答弁がありました。
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コ
ロ
ナ
禍
対
応
の
政
策
効
果
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
観
光
業
や
飲
食
業

等
、
地
域
経
済
が
疲
弊
す
る
中
で
、
限

ら
れ
た
財
源
に
あ
っ
て
も
３
次
に
わ
た

る
緊
急
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
政
策
効
果
、
課
題
や
問
題
点

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

事
業
導
入
し
て
間
も
な
い
た
め
、

市
民
や
事
業
者
の
声
を
十
分
に
聞

き
取
れ
て
い
な
い
が
、
市
内
で
感
染
者

を
出
さ
な
い
こ
と
を
大
前
提
に
、
事
業

者
の
廃
業
や
倒
産
防
止
、
雇
用
を
維
持

す
る
た
め
、
感
染
症
の
拡
大
初
期
や
抑

制
時
期
、
そ
し
て
新
し
い
生
活
様
式
の

導
入
時
期
な
ど
、
各
局
面
に
お
い
て
、

市
民
の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る
観
点
か

ら
求
め
ら
れ
る
対
策
を
可
及
的
速
や
か

に
講
じ
て
き
た
。

　

甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
宿
泊
施

設
や
飲
食
店
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
直
接
的

な
原
因
と
し
た
廃
業
・
倒
産
が
な
く
、

市
内
の
有
効
求
人
倍
率
も
安
定
し
て
推

移
す
る
な
ど
、
雇
用
が
確
保
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
一
定
の
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
税
・
財
政
の
見
通
し
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
緊
急
対
策
に
多
額
の
財

政
調
整
基
金
を
取
崩
し
て
対
応
し

て
き
た
が
、
市
税
等
の
減
収
も
あ
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
当
の
危
機
は
こ
れ
か
ら
だ
と
言

わ
れ
る
が
、
市
民
が
安
心
し
て
一

刻
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

危
機
感
を
も
っ
て
力
を
尽
く
す
べ
き
だ
。

市
民
の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る
た

め
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
応
し
て
い
く
。

一般質問

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
立
つ

事
業
所
へ
の
手
厚
い
支
援
を

国
や
地
方
自
治
体
で
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
中
、
本

市
も
独
自
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

事
業
所
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
手
厚
い
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
所
に
今
後
さ
ら
な
る

支
援
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

事
業
者
を
は
じ
め
市
民
の
声
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
こ
れ
ま
で
の

国
・
県
及
び
市
独
自
の
経
済
対
策
も
勘

案
し
な
が
ら
求
め
ら
れ
る
対
策
を
可
及

的
速
や
か
に
講
じ
て
い
く
。
そ
の
上
で
、

国
の
補
正
予
算
を
最
大
限
に
活
用
し
、

利
用
で
き
る
制
度
は
事
業
者
へ
つ
な
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
臨
時
交
付
金
も
十

分
に
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、

自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
財
政
措
置
が

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
予
算
を
使
い
、
家

賃
の
支
払
い
が
困
難
な
飲
食
店
業
へ
の

補
助
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

経
済
対
策
と
新
た
な
生
活
様
式
へ

の
対
応
、
財
源
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
中
長
期
的
な
対
応
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
市
内
事
業
所
の
廃
業
・
倒
産

防
止
と
市
内
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に

必
要
な
対
策
に
つ
い
て
は
可
及
的
速
や

か
に
講
じ
て
い
く
。

小
・
中
学
校
の
対
応
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
小
・
中
学
校
の
対
応
は
。

現
在
小
・
中
学
校
で
は
毎
朝
の
検

温
や
風
邪
症
状
の
有
無
の
確
認
、

手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用
、
３
密
を
で
き

る
だ
け
回
避
す
る
配
慮
や
換
気
の
徹
底

な
ど
、
各
校
が
教
育
委
員
会
の
指
導
に

基
づ
い
て
作
成
し
た
感
染
症
対
応
計
画

に
よ
り
教
育
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

▼青空テイクアウト

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答 答

答▼長門市新型コロナウイルス対策本部会議

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や、市政に対しての

意見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。

林 哲也
議員

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y
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S

A
K

IN
O

 M
A

S
A

H
IR

O

先野 正宏
議員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

第
２
波
へ
の
備
え
は

感
染
拡
大
に
備
え
、
で
き
る
限
り

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

だ
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
県
環
境
保
健

セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
検
査
能
力
の
強
化
が
図
ら
れ
、
一

度
に
160
件
程
度
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
回
さ
ら
に
約
２
倍
の
310
件
ま
で
増
や

す
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

市
内
で
感
染
者
が
多
数
発
生
し
た

場
合
を
想
定
し
た
対
策
、特
に
「
医

療
崩
壊
」
的
状
況
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

は
ど
う
か
。

基
本
的
に
県
の
対
応
方
針
に
よ
る

が
、
県
で
は
、
受
け
入
れ
病
床
を

県
全
体
で
当
初
の
40
床
か
ら
423
床
に
ま

で
拡
充
し
て
い
る
。
萩
長
門
圏
域
で
は
、

重
症
８
床
、
中
・
軽
症
55
床
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
県
で
は
、
軽
症
者
を
受
け
入

れ
る
宿
泊
施
設
と
協
定
を
結
び
、
594
室

を
確
保
し
て
、
感
染
拡
大
に
対
応
で
き

る
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

感
染
症
対
策
は
市
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、「
市
民

の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る
」
た
め
に
は
、

国
や
県
に
対
し
て
強
い
熱
意
を
持
っ
て

対
応
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
市
長

の
考
え
を
問
う
。

感
染
防
止
に
は
国
・
県
と
の
情
報

共
有
と
そ
の
迅
速
化
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
体
制
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

市
民
の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る
こ
と

が
第
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
、
国
や
県
に
対
し
て
言
う
べ
き

こ
と
は
言
う
と
い
う
姿
勢
で
必
要
な
要

望
は
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
。

一般質問

上
下
水
道
事
業
の

こ
れ
か
ら
の
運
営
は

上
下
水
道
事
業
は
公
営
企
業
会
計

で
あ
る
が
、
一
般
会
計
よ
り
毎
年

多
額
の
繰
り
入
れ
が
生
じ
て
お
り
、
下

水
道
未
整
備
地
区
の
市
民
か
ら
不
満
の

声
も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

本
市
の
地
勢
と
過
疎
化
に
よ
る
料

金
収
入
の
減
少
、
上
下
水
道
施
設

の
老
朽
化
に
よ
っ
て
経
営
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
が
、
受
益
者
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
事
業
継
続
に
必
要
な
自
主

財
源
の
確
保
に
向
け
て
料
金
体
系
や
負

担
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

料
金
改
定
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
括
原
価
方
式
に
基
づ
く
料
金
を

算
出
し
た
上
で
、
上
下
水
道
事
業

審
議
会
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
料
金

の
検
討
を
行
い
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

的
か
つ
継
続
的
に
維
持
で
き
る
よ
う
健

全
な
運
営
に
努
め
て
い
く
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
年
間
維
持
管

理
費
が
、
世
帯
員
数
が
減
少
し
て

い
る
市
民
に
は
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
10
人
槽
の

維
持
管
理
費
を
支
払
わ
れ
て
い
る
現
状

が
あ
る
。
長
門
市
独
自
の
補
助
制
度
等

は
検
討
出
来
な
い
か
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
現
在
５

人
・
７
人
・
10
人
槽
が
あ
り
、
こ

れ
は
世
帯
員
数
や
居
住
建
築
物
の
面
積

等
か
ら
大
き
さ
を
決
定
し
設
置
し
て
い

る
。
３
人
槽
な
ど
の
小
型
化
に
つ
い
て

は
、
開
発
、
認
可
を
求
め
て
、
市
長
会

を
通
じ
国
に
要
望
し
て
い
る
が
、
引
き

続
き
、
市
長
会
等
を
通
じ
て
協
議
し
て

い
き
た
い
。
下
水
道
の
未
整
備
地
区
に

対
す
る
経
費
的
な
平
準
化
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
下
水
道
事
業
の
経
営
の
健
全
化

を
進
め
た
う
え
で
検
討
し
て
い
く
。

問

問

問問

問 答答

答答

▼消毒液による感染予防対策

▼水道管布設替工事

答

S
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M

I重廣 正美
議員

T
A
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T
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田村 哲郎
議員

問答
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豪
雨
災
害
発
生
を
想
定
し
た

防
災
対
策
を

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
２
０
１
５
年
に
水
防
法
が
改
正

さ
れ
、
千
年
に
一
度
の
レ
ベ
ル
の
大
雨

を
想
定
し
た
作
成
基
準
に
変
更
さ
れ
た
。

本
市
で
は
、
想
定
さ
れ
る
最
大
雨
量
に

合
わ
せ
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
る
の
か
。

県
は
、
改
正
さ
れ
た
水
防
法
に
基

づ
き
、
豪
雨
を
想
定
し
た
浸
水
予

測
の
調
査
を
実
施
中
で
あ
り
概
ね
令
和

３
年
度
中
に
公
表
す
る
計
画
で
あ
る
。

本
市
で
は
公
表
デ
ー
タ
を
も
と
に
令
和

４
年
度
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更

新
、
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
準
用
河

川
、
避
難
経
路
等
も
記
載
し
て
は

ど
う
か
。
自
然
現
象
を
過
小
評
価
す
る

こ
と
な
く
、
強
い
危
機
感
を
も
っ
て
早

急
な
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

準
用
河
川
に
つ
い
て
は
、
他
市
に

お
い
て
過
去
に
水
害
が
あ
っ
た
河

一般質問

市
民
が
主
役
の

地
域
活
性
化
事
業
を
問
う

令
和
２
年
度
当
初
予
算
の
主
た
る

事
業
の
一
つ
に
、
支
所
・
出
張
所

機
能
の
拡
充
と
権
限
強
化
を
図
り
、
地

域
ご
と
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
市
民
が

主
役
の
地
域
活
性
化
事
業
」
が
あ
る
が
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
問
う
。

市
民
協
働
の
も
と
、
生
活
に
密
着

し
た
生
活
基
盤
に
関
す
る
住
民
か

ら
の
要
望
対
応
や
市
民
活
動
団
体
の
育

成
と
活
性
化
を
図
る
た
め
の
市
民
の
ち

か
ら
応
援
補
助
金
を
予
算
配
分
し
た
。

市
長
の
目
指
す
支
所
・
出
張
所
の

役
割
を
問
う
。

市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
地

域
に
と
っ
て
身
近
な
支
所
・
出
張
所
が

権
限
を
持
ち
、
地
域
の
現
状
や
課
題
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
主
体
的

に
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
会
は
「
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
」
で
、

市
民
の
声
を
直
接
聴
い
て
い
る
。

市
長
は
、
重
点
施
策
と
さ
れ
る
「
市
民

目
線
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、「
市
長
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
の
生
の
声
を
聞
き
、
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
地
域
の
未
来
像
を

描
き
、
選
択
と
集
中
に
よ
り
真
に
必
要

な
施
策
を
立
案
し
、
情
報
を
公
開
し
な

が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
課
題
解
決

を
図
り
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
市
民
の

い
の
ち
と
生
活
を
守
る
」
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
「
市
長
と
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
」
と
し
て
、
自
治
会
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象
に
、
市
長
の
出

前
懇
談
会
も
行
っ
て
い
く
。

▼市長と協働のまちづくりミーティング

問

問問

問

答

答答

答

▼増水時の音信川 川
の
作
成
事
例
も
あ
り
、
今
後
研
究
し

て
い
く
。

新
庁
舎
の
柱
・
梁

亀
裂
へ
の
対
応
は

新
庁
舎
供
用
開
始
か
ら
約
10
カ
月

が
経
過
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
庁
舎

内
の
柱
、
梁
に
は
す
で
に
多
く
の
亀
裂

が
見
ら
れ
る
。
建
物
の
安
全
性
は
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
つ

い
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

割
れ
を
生
じ
た
表
層
木
材
は
柱
や

梁
の
構
造
的
な
要
素
を
担
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
建
物
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
点
検
・
補

修
に
つ
い
て
は
工
事
施
工
者
の
負
担
に

よ
っ
て
実
施
す
る
た
め
、
市
の
負
担
は

な
い
。

答

答

問

問

U
E

D
A

 K
E

IJI

上田 啓二
議員

H
A

S
H

IM
O

T
O

 K
E

N
JI

橋本 憲治
議員
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戦
略
的
情
報
発
信

取
り
組
み
と
成
果
は

平
成
28
年
か
ら
「
地
域
の
稼
ぐ
力

を
引
き
出
す
ま
ち
づ
く
り
」
の
行

動
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
略
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
の

事
業
の
必
要
性
と
成
果
を
問
う
。

当
時
、
発
信
・
宣
伝
の
戦
略
性
に

欠
け
る
と
の
課
題
が
あ
り
各
種

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
状
況
等
を
分
析

す
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
最
適
な
観
光
素
材
や
客
層
の
絞
り

込
み
、
市
場
に
合
っ
た
情
報
発
信
や
更

新
を
す
る
こ
と
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア

ク
セ
ス
数
の
増
加
等
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
集
積
デ
ー
タ
や
分
析

結
果
の
管
理
者
は
ど
こ
か
。

委
託
先
で
あ
る
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
と
委
託
元
で
あ
る
市

の
両
者
が
管
理
し
て
い
る
。必
要
な
デ
ー

タ
・
分
析
結
果
等
は
市
民
に
公
開
し
、

役
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。

一般質問

畜
産
業
の
現
状
認
識
を
問
う

畜
産
業
は
本
市
の
基
幹
産
業
と
い

え
る
が
、
市
長
の
認
識
を
問
う
。

畜
産
の
産
出
額
は
本
市
の
農
業
総

産
出
額
の
約
63
％
を
占
め
て
お

り
、
基
幹
産
業
と
認
識
し
て
い
る
。
産

出
額
だ
け
で
は
な
く
農
地
維
持
、
環
境

保
全
、
耕
畜
連
携
な
ど
は
本
市
の
農
用

地
の
保
全
、
維
持
に
お
い
て
も
大
変
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
経
営
に
影
響
が
あ
っ

た
農
家
は
国
の
支
援
事
業
を
活
用
す
る

よ
う
促
し
て
い
る
が
、
持
続
化
給
付
金

の
申
請
支
援
窓
口
は
ど
こ
な
の
か
。

申
請
窓
口
は
長
門
商
工
会
議
所
だ

が
、
相
談
、
申
請
に
至
る
ま
で
の

組
合
員
の
フ
ォ
ロ
ー
は
山
口
県
Ｊ
Ａ
に

し
っ
か
り
お
願
い
し
て
い
る
。

他
自
治
体
で
は
緊
急
的
支
援
を
独

自
で
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

本
市
で
も
必
要
で
は
な
い
か
。

養
鶏
業
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）
は
大
き

い
影
響
は
な
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
肉
用
牛
の
枝
肉
価
格
は
非
常
に
厳

し
い
相
場
が
続
い
て
お
り
、
他
市
の
情

報
も
得
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

３
月
13
日
、
長
門
圏
域
生
産
の
子

牛
が
父
牛
不
一
致
と
判
明
す
る
事

例
が
報
告
さ
れ
た
。
長
州
な
が
と
和
牛

ブ
ラ
ン
ド
を
推
進
す
る
本
市
に
と
っ
て

の
市
長
の
見
解
を
問
う
。

本
市
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
ら
れ
た
山
口
県
の
和
牛
ブ

ラ
ン
ド
の
信
用
を
大
き
く
損
な
う
事
案

だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
の
風
評
被
害

な
ど
、
畜
産
振
興
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

し
、
厳
正
な
対
応
と
信
頼
回
復
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問問

問答

▼長門市観光サイト「ななび」

▼畜産業は本市の基幹産業の一つ

問問 答

答

民
間
事
業
者
が
デ
ー
タ
や
分
析
結

果
を
活
用
す
れ
ば
、
最
終
目
的
で

も
あ
る
「
地
域
の
稼
ぐ
力
」
も
高
ま
り

更
な
る
効
果
も
期
待
で
き
る
が
、
こ
の

事
業
の
今
後
の
展
開
を
問
う
。

事
業
で
得
ら
れ
た
分
析
結
果
や
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
行
う

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
顧
客
情
報
等
を
共

有
し
、
報
告
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

も
含
め
た
議
論
を
観
光
政
策
課
の
中
で

行
い
、
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と

連
携
・
協
議
し
て
い
く
。

　

民
間
事
業
者
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
す

た
め
に
、
様
々
な
機
会
や
媒
体
を
利
用

す
る
こ
と
で
長
門
市
の
知
名
度
向
上
を

図
り
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す
。

市
内
全
体
の
情
報
活
用
を
進
め
る
こ
と

で
、
観
光
関
連
事
業
者
の
情
報
発
信
に

も
寄
与
し
、
地
域
の
活
力
を
高
め
た
い
。

答 問

答答 H
A

Y
A

K
A

W
A

 A
Y

A
N

O早川 文乃
議員

S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

重村 法弘
議員

問答
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連

本
市
独
自
の
支
援
策
も
展
開

第１～３回

臨時会
長
門
市
民
助
け
合
い
応
援
券
発
行
事
業

使
用
開
始
の
時
期
は
適
切
か

　

こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
甚
大
な
影
響
を

受
け
て
い
る
市
内
中
小
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、
特
定
の
業
種
で
使
用

で
き
る
応
援
券
５
０
０
０
円
分
を
全

市
民
に
対
し
て
配
布
し
、
市
内
の
消

費
を
喚
起
す
る
も
の
で
す
。

予
算
額
は
ど
の
よ
う
に
算
出
し

た
の
か
。

４
月
１
日
現
在
で
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市

民
で
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く

３
万
３
１
３
７
人
を
対
象
と
し
、
１
人

あ
た
り
５
０
０
０
円
分
を
配
布
す
る

予
定
で
予
算
計
上
し
て
い
る
。（
後
日

生
活
保
護
受
給
世
帯
も
対
象
に
変
更
）

使
用
開
始
の
時
期
は
ど
う
な
る

の
か
。

状
況
が
進
行
中
で
あ
る
た
め
、

段
階
ご
と
に
適
切
な
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
使
用
開
始
日
に
つ

い
て
も
当
初
５
月
１
日
を
想
定
し
て

い
た
が
改
め
て
検
討
す
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
売
り

上
げ
減
少
な
ど
、
経
営
の
安
定
に
支

障
を
生
じ
て
い
る
市
内
事
業
者
に
対

し
、
宅
配
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
新
た
な

経
営
形
態
へ
の
変
更
や
収
束
期
の
事

業
展
開
に
備
え
る
職
業
能
力
開
発
訓

練
等
の
事
業
に
係
る
経
費
を
補
助
す

る
も
の
で
す
。

事
業
費
の
根
拠
は
。
ま
た
、
申

請
件
数
が
増
加
し
た
場
合
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

４
事
業
所
に
対
し
１
事
業
所
あ

た
り
50
万
円
と
し
て
計
200
万

円
、
１
連
合
体
に
対
し
300
万
円
と
し

て
合
計
500
万
円
の
事
業
費
を
予
定
し

て
い
る
。
申
請
件
数
が
増
加
し
た
場
合

は
、
補
正
予
算
の
検
討
も
含
め
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
。

　

議
案
第
１
号
の
採
決
終
了
後
、
長
門

市
民
助
け
合
い
応
援
券
の
使
用
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
源

に
な
ら
な
い
こ
と
や
、
執
行
に
あ
た
っ

て
は
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
の
２
項

目
に
関
し
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会　

議
案
第
１
号
▼
令
和
２
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

　

４
月
13
日
（
月
）、
５
月
１
日
（
金
）、
５
月
29
日
（
金
）
に
臨
時
会
を
開
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
の
補
正

予
算
な
ど
、
各
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
主
な
事
業
や
委
員
会
審
査
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

問答

問答

問答

4/13

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
支
援
事
業

申
請
件
数
が
増
加
し
た
場
合
の
対
応
は

　

採
決
後
、

　

附
帯
決
議
案
を
可
決
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こ
の
事
業
は
、
本
市
を
訪
れ
る
観

光
客
の
誘
致
促
進
及
び
消
費
喚
起
を

図
る
こ
と
で
、
感
染
症
拡
大
の
甚
大

な
影
響
を
受
け
て
い
る
本
市
の
観
光

事
業
者
等
を
支
援
す
る
た
め
、
宿
泊

者
に
対
し
て
市
内
で
使
用
で
き
る
商

品
券
を
発
行
す
る
経
費
を
補
助
す
る

も
の
で
す
。

商
品
券
は
ど
の
よ
う
な
人
を
対

象
に
配
布
す
る
の
か
。

訪
日
外
国
人
を
含
め
、
宿
泊
者

で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
配
布
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

■第1回臨時会議決結果

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 2 年度長門市一般会計補正予算（第 2 号） 原案可決

2 長門市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

3
専決処分の承認について（長門市税条例等の一部を改
正する条例）

承認

4
専決処分の承認について（長門市都市計画税条
例の一部を改正する条例）

承認

5
専決処分の承認について（長門市介護保険条例の
一部を改正する条例）

承認

6
専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額を
定めることについて）

承認

■第２回臨時会議決結果

議案番号 件　　　　名 結果

1  令和 2 年度長門市一般会計補正予算（第 3 号） 原案可決

2
長門市後期高齢者医療に関する条例の一部を改
正する条例

原案可決

意見書案
第１号

新型コロナウイルス感染症拡大に対する国の支援を求
める意見書 

原案可決

■第３回臨時会議決結果

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 2 年度長門市一般会計補正予算（第 4 号） 原案可決

議員提出議案
第１号

長門市議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

国
に
対
し
て
市
民
生
活
・

地
域
経
済
へ
の
対
策
強
化
を
要
請

議
員
報
酬
を
減
額

感
染
症
拡
大
に
伴
う
支
援
対
策
の
財
源
の
一
助
に
…

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
国
が
支
給

す
る
一
人
あ
た
り
10
万
円
の
特
別
定

額
給
付
金
な
ど
を
含
む
一
般
会
計
補

正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
案
の
意
見
書
も
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、
本
市
で
も
休
業
要
請

や
活
動
の
自
粛
要
請
に
よ
っ
て
市
民

生
活
や
経
済
活
動
等
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て

は
こ
の
現
況
を
深
く
受
け
止
め
、
議

員
自
ら
の
姿
勢
を
示
す
た
め
に
６
月

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
で
、

本
市
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
経
営
と
雇

用
、
市
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に
対
し

て
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
市
民
生
活
、

地
域
経
済
へ
の
対
策
強
化
を
迅
速
に

講
じ
る
よ
う
要
請
す
る
も
の
で
す
。

か
ら
11
月
ま
で
の
半
年
間
、
議
員
報

酬
を
10
％
減
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
減
額
に
よ
っ
て
捻
出
さ
れ

た
財
源
を
感
染
症
対
策
の
財
源
と
し

て
有
効
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

本
会
議
の
採
決
で
は
、
全
会
一
致

で
可
決
を
し
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

な
が
と
泊
ま
っ
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

泊
ま
っ
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
者
は

第
２
回
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時
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意
見
書
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▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
対
す
る
国
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

5/15/29

第
３
回
臨
時
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議
員
提
出
議
案
第
１
号
▼
長
門
市
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁

償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

5/29

第
３
回
臨
時
会　

議
案
第
１
号
▼

令
和
２
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

問答
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▼ 全国各地の豪雨災害において

は、亡くなられた方々のご冥福

をお祈りすると共に、被害にあ

われた方々にお見舞い申し上げ

ます ▼現在のコロナ禍において、

熊本県では感染拡大防止のため、

県外からのボランティア参加を

求めないなど、通常の災害対応

とは異なる点に、各自治体は非

委 員 長　　先 野 正 宏

副委員長　　吉 津 弘 之

委　　員　　林 　 哲 也

　 　 　 　 南 野 信 郎

　 　 　 　 岩 藤 睦 子

　 　 　 　 早 川 文 乃

　 　 　 　 綾 城 美 佳

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報担当

長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ地域の魅力は何ですか。

Ａ 長門市に移住して５年になりますが、向津具半島に

は豊かな山ときれいな海があり、地域の方々もとて

も良くしてくれます。

Ｑ議会だよりを読まれていますか。

Ａ 興味がある記事と「まちの声」を読んでいます。

Ｑ議員報酬についてどう思いますか。

Ａ 議員のイメージからすると、報酬月額 32 万円では

活動が難しいのではないかと思います。

Ｑ 議会や議員に望む事があれば教えて下さい。

Ａ 農地の有効活用や新規就農者に対する支援体制の強

化をお願いします。

大谷 浩子 さん（48 歳）

向津具地区在住

（黒毛和牛生産農家）

常に苦慮されているようです。

ただ、今回は各自治体の備蓄品

や国のプッシュ型支援などの対

応が早く、災害直後でも基本的

な物資はすでに一定量が揃った

ようです。政府は、コロナ禍と

災害の二重苦で苦しむ人々の立

場に寄り添った支援を行うよう

切に願っています。（綾城）

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

編集後記

まちの声

ご案内表紙の説明

　本定例会では、新型コロナウ

イルス感染症防止対策として、

議場内に透明なビニールで作成

した飛沫防止シートの設置や、

一定の距離を確保した席配置へ

の変更をしました。

　さらに議員・執行部共にマス

クを着用して議会や委員会の審

査に臨みました。 ▲議場の飛沫防止シート

　長門市議会では、フェイスブック

ページにも、議会の情報をアップし

ています。さまざまな活動を紹介し

ていますので、ぜひご覧ください。

←長門市議会フェ
イスブックページ
ＱＲコード


